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有効数字とその大きさの表記法



有効数字

ex) 金属棒（円柱）の長さを
1 mm目盛りつきの物差しで測定する。

l

測定や計算の結果を適切に表すには，適正な桁数の有効数字と
その大きさを表す10の整数乗や適当な単位を使う。



l = 142 mmと判断して記録したとき，
→ 表示されている桁数は3桁

有効数字は3桁

l = 142.3 mmと判断して記録したとき，
→ 表示されている桁数は4桁

有効数字は4桁



・ 一致しないときは，最小目盛（1 mm）の1/10まで目測する。

注意：物差しを使って試料の長さを測定するとき，測定する位置が目盛の刻線と一致することはほとんどない。

・ 一致したときは，142.0 mmのように，最小目盛の1/10（この例では小数第一位）をゼロと明記すること。

目測で142.3 mm

測定位置が142 mmの刻線に一致
→ 142.0 mmと記録する。



有効数字（ゼロに関する注意１）

l = 142.0 mmと判断して記録したとき，
→ 表示されている桁数は4桁

有効数字は4桁
l

ex) 金属棒（円柱）の長さを
1 mm目盛りつきの物差しで測定する。

測定値としては，142 mmと142.0 mmは同じではない。



有効数字（ゼロに関する注意２）

58.7 kg（有効数字は3桁）

kg → gへの単位換算について考察する。

ex) 体重測定

58.7 kg = 58.7 ×1000 g

= 58700 g

= 5.87×104 g

・・・5桁？ NG

・・・3桁！ OK



有効数字（ゼロに関する注意３）

nm → mへの単位換算について考察する。
ex) レーザー光の波長

λ = 632.8 nm

= 632.8 ×10−9 m

= 0.0000006328 m

（有効数字4桁）

左側のゼロは有効数字にカウントしないこと。

l = 124.0 mm（注意) 
右側のゼロは有効数字にカウントすること。

（有効数字4桁）



有効数字の大きさの表記法
ルール1：物理量の値は以下のように表す。

（物理量）＝（有効数字）×10n 単位

N.B.）一般に，1 ≦（有効数字）＜ 10とするとよい。

ex) m = 5.87×104 g

l = 6.33 ×102 m

大きさの「オーダー」とよぶ。



（物理量）＝（有効数字）×10n 単位

大きさの「オーダー」とよぶ。

10nに代わる接頭語

λ = 632.8 ×10−9 = 632.8 nm（レーザー光の波長）

E = 9.7 ×1010 Pa = 97 GPa （黄銅のヤング率）

（例) 

ルール1：物理量の表し方



有効数字を考慮する計算



有効数字を考慮する計算
測定値の和と差（ルール2）
小数点をそろえ、最後の桁の位取りが最も高いものに合わせて四捨五入する。

ex) a = 12.3 cm，b = 4.567 cmのとき，

12.3
4.567

9
16.867

= 16.9 cm

12.3
4.567

7.733

= 7.7 cm

+ −



有効数字を考慮する計算
測定値の積と商（ルール３）
有効数字の桁数の最も少ないものに合わせて四捨五入する。

ex) a = 12.3 cm，b = 4.567 cmのとき，

2
12.3×4.567= 56.1741= 56.2 cm2 12.3 / 4.567= 2.69324 = 2.69

（3桁）×（4桁）＝（3桁） （3桁）/（4桁）＝（3桁）



誤差の種類



測定値と誤差
いかに正しい計器を使い，細心の注意を払って測定したとしても，

計器の精度には限界があり，人間の読み取り能力にも限界がある。

測定値Xと真の値X0との差を（絶対）誤差εという。

ε = X – X0



誤差の種類
系統誤差 ( systematic  error  ) ⇒ 正確さ

原因： 測定器の調整不足（機械誤差）、個人のくせ（個人誤差、読み取り誤差）、
計算式が間違っている（理論誤差）、など

偶然誤差 ( accidental  error もしくは random error  ) ⇒ 精密さ
原因： 測定時のノイズや人間の五感の変動 など

誤差論で議論
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